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「写生文」の内容は写生文作家の個性によって大きく相違があ
り、また、成立・発表の過程においても「写生文」に対する認識
が変化している。しかしながら、初期から長く主流を占めていた
のは、俳人系の写生文作家であり、大まかに言えば、写生文の内
容的特色を俳趣味に置き、その表現技法としては、客観的描写を
重んじていたと言えよう。勿論、歌人系の作家伊藤左千夫などは
その間にあって、「千本松原」など情味豊かな彼の資質を生かした
作品を発表し、俳人系作家とは違った持味を出していたが、大き
な存在ではなかった。
その写生文の世界も、明治三十九年・四十年頃かなり大きな変
化を迎えた。それは、伊藤左千夫の「野菊の墓」萌釣・１『ホトト
ギス」）、鈴木三重吉の「千鳥」一（明苧５「ホトトギス』）、夏目漱石の「草
枕」（明朗・９『新小説』）、高浜虚子の「風流繊法」（明仙・４票トト
ギス」）などの小説が生まれたことである。このような小説の登場
によって、写生文も作家の主観を重視する傾向へと変化していっ
た。その間の事情を高浜虚子は、明治四十年十一一月号の『文章世
界」に置いて「写生文界の転化」と題して次のように説明してい
る。明治四十年の写生文界なる題目を置いて論ずる時には、何人も第一に従
来の写生文なるものが、小説の方に一歩一歩歩を移し始めたと云ふ批評を
長塚節の写生文についての研究
「
佐
渡
が
島
」
を
中
心
に下すことに一致してゐる様に見える。
と、まず、写生文界を概観して、
４
従来の写生文は事柄に重きを置き、近来の小説が上った方の写生文は作
者の感想の方に重きを置く傾向になって来たのである。
と、傾向の推移を大きく単純化して捉え、さらにその「小説が上っ
た写生文」を「主観的写生文」と呼んで、その特徴を次のように
述べている。
１１客観的描写に重きを置く事は何れも変りは無いが……先づ作者の主
観の側に重きを置きて、其の主観を経来りし客観的描写を重んずる。……敢
て主観其の儘を文学の上に現さんとするに非ずして主観を通し現れたる精
細なる客観描写を重んじ、客観描写を通じて、底深く深遠なる主観を窺ひ得
る
事
を
目
的
と
す
る
も
の
．
ｌ
一方、従来の写生文を「客観的写生文（冷やかなる態度に於ける
写生文）」と呼び、「（今年は）作品が少なかったばかりでなく、何
れも少しづ上は主観的写生文の影響を受けて居る。」と、やはり全
体的に主観的傾向のあることを指摘している。
このような主観的傾向は、従来の写生文が標傍していた素材に
対する客観的態度と客観的描写の技法を一応完成したと共に、漱
石及びその門下生が新たに加わり、従来の理論に必ずしも抱泥せ
ず個性的な作品を発表し始める人的新旧交替の時機を迎えたから
である。
（その二）
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節の「佐渡が島」は、写生文界がこのような大きな転機を迎え
ていた明治四十年十一月号の『ホトトギス」に発表された。（注１）
高浜虚子は前述の「写生文界の転化」の中で、「佐渡が島」を客観
的写生文として扱い、次のように評価している。
（客観的写生文の）主要なるものを一一三挙ぐると、坂本四方太の「夢の如し」、
ふか
寒川鼠骨の「帰省雑事」、高橋伊佐男の「蟻釣り」、長塚節の「佐渡が島」等を
其の尤なるものとする。中にも「佐渡が島」は本年中の客観的写生文の第一
傑
作
な
り
と
推
賞
す
る
を
蝉
ら
ぬ
。
そして、「佐渡が島」は、この年発表された写生文の秀作四篇を集
めて、明治四十一年一月、東京堂から発刊された『新写生文集」
に
収
録
さ
れ
た
。
こ
の
「
新
写
生
文
集
」
に
対
す
る
写
生
文
派
以
外
か
ら
の
批評としては、明治四十一年三月号の『早稲田文学』所載の「新
刊書一覧」がある。それには、「どこかにしっとりとした情味とい
ふ
や
う
な
も
の
が
一
層
深
く
加
は
っ
て
来
た
の
は
こ
の
四
篇
の
い
づ
れ
に
も
見られる。」と主観的傾向を「情味」と表現している。また同書で
は文学史的意義にも触れて、「わが文壇の一方に在って写生文が文
体
乃
至
情
味
の
特
殊
な
る
も
の
を
提
供
し
、
暗
々
裡
に
一
般
の
文
章
に
清
新
発渕たる生気を注入し来つたことは争はれぬ。」と、写生文の果し
た役割を述べると共に、「Ｓ新写生文』は）一個の読承ものとして
の
外
に
、
所
謂
新
写
生
文
の
見
本
と
し
て
、
少
く
と
も
文
章
史
上
注
目
す
べ
きものの一つである。」と評価している。
し
か
し
、
そ
の
後
客
観
的
写
生
文
は
次
第
に
衰
退
し
て
い
く
。
そ
の
こ
と
を
市
橋
鐸
氏
は
「
本
冊
の
四
篇
は
い
ず
れ
も
傑
作
で
は
あ
る
が
、
従
来
の
写
生
文
に
別
れ
を
告
げ
る
晩
鐘
と
も
思
惟
せ
ら
れ
る
。
こ
の
後
純
粋
写
生
文
集
の
刊
行
に
恵
ま
れ
ず
、
こ
れ
が
最
後
の
集
と
な
っ
た
こ
と
が
、
よ
り
よ
く
証
明しているようである。」と述べておられる。（注２）
以上、文学史上の評価を中心に述べて来たが、次に、節の佐渡
が島旅行および「佐渡が島」執筆の頃の節の生活へ筆を進めたい。
一一
明
治
三
十
九
年
、
長
塚
家
の
借
財
は
ど
う
し
て
も
一
度
整
理
し
な
け
れ
ば
ならない状態にまで達していたので、節はそのため東奔西走の毎
日であった。が、それも一段落した六月二十八日、常陸の平潟海
岸へ出かけた。旅先から親友の寺田憲へ宛てた書簡には、三週間
の滞在中、晴天は三日という不遇であったが、「歌三十首をえたる
がせめてもの心やりに候。近来少しく興湧き来り候。」と書いてい
る。この時の作歌は、同年十月号の『馬酔木』に「青草集」とし
て、帰郷後の作も含めて発表された。平潟海岸滞在中の歌につい
あ
ま
ふ
ず
そ
と
かつ
て北住敏夫氏は、「天水のよりあひの外に雲収り拭へる海を来る松
お
ま
つ
か
げ
魚船（詞書略）の如き、海上の光皇昆を大きく掴んだ歌よりも、松陰
十
な
の沙にさきつづくみやこ草にほひさやけぎほの明り雨（詞書略）な
ど、ささやかな自然物に細かく目を配ったものに手馴れた巧みさ
がある。」（注３）と述べておられるように、作風の特別顕著な変化
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
帰
郷
し
て
か
ら
作
歌
し
た
「
南
瓜
の
茂
り
が
な
は
ぐ
さ
かに柚きいでし一秀そよぎて秋立ちぬらし」などは、写生の句では
あるが、感情が移入されており、主観と客観の融合した境地を見
い
だ
し
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
だ
が
、
実
際
に
そ
れ
が
定
着
し
、
確
固
た
るものになるまでには、これからしばらくの間作歌上の苦悩が続
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
平
潟
海
岸
へ
の
旅
は
保
養
と
所
用
を
兼
ね
た
旅
で
あ
っ
た
が
、
越
後
・
佐
渡
へ
の
本
格
的
な
旅
行
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
早
く
か
ら
計
画
し
て
いた。寺田惠宛の書簡によると、六月十一一百付けで、憲の健康を
気づかうと共に、「七月末には越後より佐渡への旅行を決行致し度
存
じ
居
候
。
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
平
潟
海
岸
へ
の
旅
な
ど
が
入
っ
た
た
め
に
出
発
は
遅
れ
た
。
旅
程
は
、
同
じ
く
寺
田
憲
宛
の
書
簡
で
は
、
七
月一一十四日付けで「小生は来月半過ぎには行脚に出で、越佐両国
を経て山形仙台に遊ばむと存じ候。」とあるが、八月七日付けの書
簡では、「先づ松島より金華山を見て引っ返し、会津より越後に出
￣
￣
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で、佐渡へも航したき所存に候。」とあって、ほぼ計画も具体的に
煮
詰
ま
っ
て
来
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
一
連
の
書
簡
を
見
る
と
、
佐
渡
は最初からこの旅行の目的であったことがわかる。
な
お
、
八
月
七
日
付
け
の
書
簡
に
は
、
前
述
の
文
に
続
け
て
、
「
此
行
も
歌
よ
み
た
き
志
望
に
候
へ
ど
も
、
近
来
兎
角
不
評
判
に
て
困
り
申
候
。
小
生
も
自
身
に
柳
か
悟
り
申
侯
へ
ど
も
急
に
は
改
め
か
れ
侯
。
」
と
作
歌
活
動
の
苦
悩
の
一
端
を
吐
露
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
旅
行
の
途
中
で
作
歌
を
あ
き
ら
め
、
紀
行
と
し
て
発
表
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
旅
行
中
日
記
を
付
け
始
め
る
。
節
は
こ
の
旅
中
、
日
記
を
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
事
実
に
拘
泥
し
過
ぎ
、
そ
の
た
め
余
裕
の
あ
る
作
品
に
乏
し
く
、
し
ば
し
ば
人
に
非
難
さ
れ
て
い
た
自
分
自
身
の
欠
点
を
は
っ
き
り
と
認
識
し
た
よ
う
だ
。
「
歌
を
作
る
こ
と
は兎角恐ろしきものの様に相成申候昌明羽．ｎ．咀寺田憲宛書簡）と
作
歌
に
恐
怖
心
を
抱
く
ま
で
に
な
っ
た
。
ま
た
、
秋
頃
か
ら
母
の
健
康
が
勝
れ
ず
、
末
妹
は
な
し
縁
付
い
た
長
塚
家
で
は
、
節
の
肩
に
の
し
か
か
っ
て
く
る
家
事
の
雑
事
も
多
く
、
作
歌
ど
こ
ろ
で
な
い
状
態
で
も
あ
っ
た
。
父
は
相
変
ら
ず
外
出
が
ち
で
あ
り
、
健
康
の
勝
れ
な
か
っ
た
母
も
、
翌
四
十
年
三
月
入
院
し
た
の
で
、
節
は
一
人
で
一
家
を
切
盛
り
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
す
ま
す
多
忙
を
き
わ
め
、
そ
し
て
、
身
に
染
ゑ
て
女
手
の
な
い
不
自
由
さ
を
託
つ
の
で
あ
っ
た
。
母
が
退
院
し
て
間
も
な
く
、
節
は
弟
順
次
郎
の
縁
談
を
進
め
、
七
月
下
旬
に
婚
姻
を
成
立
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
朝
鮮
に
出
征
中
の
末
弟
整
四
郎
を
除
い
て
弟
妹
た
ち
の
結
婚
が
す
べ
て
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
、
節
は
彼
自
身
の
結
婚
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
で
、
具
体
的
な
縁
談
と
し
て
話
題
に
上
っ
た
の
が
井
上
艶
子
と
の
話
で
あ
る
。
節
は
彼
の
情
熱
の
全
て
を
賭
け
た
と
思
わ
れ
る
程
熱
心
に
取
り
組
ゑ、成立を懇望した。仲介人になった岡麓へは、「御申越のふしぶし
何
れ
も
申
分
無
之
、
此
上
は
十
分
の
運
動
仕
り
、
他
人
に
奪
は
れ
ざ
る
工
夫
専
一に可仕候。容姿十人なゑ少し上と申も、此は東京の標準故、先以て
田舎へ連れ来り侯ては、必ず上の上ならむと存候。此点も頗る満足
に有之侯。十六項の写真を見るに、小生殊の外気にいり申侯。只先
方
に
嫌
は
れ
候
て
は
、
折
角
の
熱
も
さ
め
可
申
道
理
、
此
辺
随
分
し
っ
か
り
と相構ひ可申候。」（明仙・８．６書簡）と婚姻の成立を切望する書簡
を
送
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
縁
談
も
な
か
な
か
順
調
に
進
ま
ず
、
九
月
二十日付けの書簡には、「第二回目だけにては、或は如何かと懸わん
も
候
へ
ど
も
、
更
に
今
一
回
御
足
労
下
さ
れ
候
こ
と
な
ら
ば
、
先
方
に
於
て
も
何
よ
り
も
ま
づ
、
義
理
に
か
ら
ま
れ
申
こ
と
に
も
相
成
可
申
と
存
候
。
貴
兄
も
随
分
迷
惑
至
極
の
御
事
と
は
存
じ
候
へ
ど
も
、
乗
り
掛
け
た
船
向
ふ
の
岸
ま
で
は
お
と
ど
け
下
さ
れ
た
く
願
上
候
。
」
と
強
引
と
も
思
え
る
態
度
で
臨
ん
だ
の
だ
が
、
遂
に
成
立
し
な
か
っ
た
。
節
は
傷
心
の
胸
を
抱
い
て
、
十
月
中
旬
平
泉
か
ら
象
潟
へ
の
旅
に
立
っ
た
の
で
あ
る
。
一方、作歌に関しては、長い沈黙を破って五月号の『馬酔木」
に
「
早
春
の
歌
」
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
「
天
の
戸
ゆ
立
ち
来
る
春
は
蒼
雲
に
光
ど
よ
も
し
浮
き
た
だ
よ
へ
り
」
を
初
め
と
す
る
九
首
で
あ
る
が
、
同
時
に
発
表
さ
れ
た
「
左
千
夫
に
寄
す
」
と
題
し
た
「
蒼
雲
を
天
の
ほ
が
ら
に
し
る
し
い
た
だ
き
て
大
き
歌
よ
ま
ば
生
け
る
験
あ
り
」
な
ど
六
首
と
と
も
に
、
構
想
が
大
き
く
主
観
の
投
影
さ
れ
た
ふ
く
よ
か
な
歌
柄
は
伊
藤
左
千
夫
の
歌
風
に
近
い
も
の
が
あ
る
。
春
さ
き
の
大
気
の
揺
れ
と
節
の
心
境
が
揮
然
融
和
し
た
荘
重
な
調
べ
の
歌
で
は
あ
る
が
、
そ
の
中
に
細
か
い
感
覚
の
あ
る
と
こ
ろ
は
節
独
自
の
歌
風
で
も
あ
る
。
春
気
の
充
満
を
感
じ
て
い
る
作
者
の
充
実
し
た
喜
び
が
作
歌
の
動
機
と
な
っ
て
お
り
、
作
者
の
主
観
が
歌
の
中
に
投
影
さ
れ
ていると言えよう。
そ
の
後
は
ま
た
作
歌
が
途
絶
え
る
の
だ
が
、
約
半
年
程
経
て
、
「
小
夜
深
に
う
ま
お
ひ
ざ
き
て
散
る
と
ふ
稗
草
の
ひ
そ
や
か
に
し
て
秋
さ
り
ぬ
ら
む
」
や
、
「
馬
追
虫
の
髭
の
そ
よ
る
に
来
る
秋
は
ま
な
こ
を
閉
ぢ
て
想
ひ
見
る
べ
し
」
な
ど
佳
作
「初秋の歌」十二首が生まれた。この歌について橋田東声は、「題
材
は
例
に
よ
っ
て
田
園
の
草
木
や
虫
類
で
あ
る
。
そ
れ
を
通
し
て
新
秋
の
夜
の
清
冷
が
し
み
人
、
と
緊
密
に
詠
ひ
出
さ
れ
て
を
る
。
」
「
作
者
は
そ
れ
等
の
景と情とをいかにも巧みに捉へてをる。」（注４）と述べている。今
ま
で
は
概
ね
微
細
な
観
察
に
よ
る
た
だ
単
な
る
事
象
の
説
明
・
羅
列
に
終
始
￣
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し
て
い
た
が
、
こ
の
一
連
の
作
は
繊
細
な
観
察
力
に
よ
っ
て
か
す
か
な
秋
の
けはいを｛詠み得ることが出来、透徹した観照力が窺われると同時
に
、
歌
風
に
主
観
的
傾
向
が
か
な
り
濃
厚
に
出
て
い
る
。
昨
夏
の
「
南
瓜
の
…
…
」
以
来
途
絶
え
が
ち
な
作
歌
活
動
で
は
あ
っ
た
が
、
ま
た
、
次
第
に
主
観
的
傾
向
を
帯
び
て
来
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
一
応
こ
こ
で
明
瞭
な
作
風
の
変
化
と
し
て
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
作
風
の
変
化
に
は
、
前
述
し
た
三
十
九
年
の
旅
行
中
の
書
簡
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
従
来
の
作
風
に
対
す
る
痛
切
な
反
省
と
、
日
記
を
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
欠
点
を
認
識
し
、
脱
皮
す
る
努
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
、
歌
の
収
穫
は
一
首
し
な
い
旅
で
は
あ
っ
た
が
、
作
歌
に
お
け
る
作
風
の
変
化
の
土
台
を
な
し
た
旅
行
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
節
が
自
分
の
歌
の
中
に
現
わ
れ
た
主
観
的
傾
向
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
意
識
し
、
自
ら
文
章
化
し
た
も
の
に
、
明
治
四
十
年
十
月
二
十
八
日
付
け
の
久
保
田
俊
彦
（
島
木
赤
彦
）
宛
の
封
書
が
あ
る
。
等
し
く
目
に
映
ず
る
処
の
も
の
、
｜
た
び
作
者
の
頭
悩
を
透
し
て
現
は
る
る
時
、
其
所
に
生
命
を
有
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
即
ち
作
者
の
主
観
が
濃
く
又
は
薄
く
表
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
と
存
じ
候
。
此
点
に
就
い
て
小
生
の
昨
年
あ
た
り
ま
で
の
、
唯
々
自
然
の
材
料
に
の
ふ
す
が
り
た
る
写
生
の
歌
は
全
く
つ
ま
ら
ぬ
も
の
と
存
じ
候
。
…
…
ハ
グ
サ
南
瓜
の
茂
り
が
な
か
に
抜
き
い
で
し
莞
そ
よ
ぎ
て
秋
立
ぬ
ら
し
を
岡
麓
君
は
三
四
の
句
に
秋
意
十
分
な
り
と
申
さ
れ
候
・
…
…
小
生
の
前
述
の
主
観
と
申侯は、此様なものと覚召され度候。
節
自
身
は
こ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
佐
渡
が
島
旅
行
、
お
よ
び
そ
の
執
筆
に
当
っ
て
い
た
頃
の
節
の
身
辺
上
の
問
題
と
短
歌
の
作
風
に
つ
い
て
概
略
を
述
べ
た
。
紀
行
文
「
佐
渡
が
島
」
は
、
「
客
観
的
写
生
文
」
で
は
あ
る
が
、
写
生
文
界
の
主
観
的
傾
向
と
軌
道
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
一
で
述
べ
た
通
り
だ
が
、
単
に
そ
れ
は
、
写
生
文
界
の
一
般
的
傾
向
に
左
右
さ
れ
た
と
言
う
だ
け
で
な
く
、
節
自
身
の
内
部
に
作
歌
を
通
し
て
準
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
の
で
あ
る
。
次に節の写生文において、主観的傾向がどのようにして現われ
一一一
節は写生文の技法の基礎を「写生」に置いていた。そして、作
品の上では、「才丸行き」あたりでその技法を体得したと言える。
（注６）しかし、事実の客観的な写生は、節の場合ともすると、部
分
の
描
写
に
熱
が
入
っ
て
全
体
の
統
一
を
欠
く
結
果
に
な
っ
た
り
、
文
章
に
山
が
な
く
平
板
な
作
品
に
な
っ
て
し
ま
う
傾
向
が
強
か
っ
た
。
ま
た
、
節
の
写生文は情味が薄く、杼情的傾向が乏しいと言われるのもその結
果
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
節
は
、
基
本
的
に
は
そ
う
言
う
傾
向
か
ら
完
全
に
脱
却
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
基
礎
的
な
写
生
の
技
法
を
体
得
した「才丸行き」以降の作品には情味も多少加わるようになった。
節の写生文で情趣が多少なりとも表現されたのは「痛のあと」
か
ら
で
あ
る
。
これは十八才の時、初めて塩原へ徒歩旅行を試ふた体験に基づ
い
て
書
い
た
作
品
で
あ
る
。
温
泉
滞
在
中
の
あ
る
日
、
洪
水
に
よ
っ
て
出
来
た
と
言
わ
れ
る
湖
を
見
物
に
出
か
け
て
帰
路
、
暗
い
山
中
で
足
を
踏
設
は
ず
し
、
崖
か
ら
転
落
し
た
時
負
っ
た
痩
が
あ
る
。
そ
の
痩
を
見
る
た
び
に
温
泉
宿の親切な娘寺まあちゃん」が思い出されるのである。
過去の体験が素材になっているため、構成は回想形式をとり、
執筆動機が、その体験によって喚起される現在の心情にあるだけ
に
、
作
者
の
主
観
的
心
情
が
自
然
な
形
で
出
て
い
る
。
痛のあとを見るたびに思い出すのは、直接的には、痩を負った
時の体験なのだが、それと関連して必ず心に浮んで来るのは親切
な「まあちゃん」の姿なのである。作品の中で、「まあちゃん」が登
場するのは、温泉に到着した最初の場面と作品の最後だけなのだ
マ
マ
が、特に最後の場面は、「其後心切な主あちゃんはどうなったであ
ろう。聞くの便りもない。子が眼に浮ぶ主あちゃんは何時でも十
七の時の姿である。」と、「まあちゃん」に対する現在の節の心情
て
き
た
か
に
つ
い
て
筆
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。
（
注
５
）
■■■■■■■■・
＝
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で結ばれているだけに印象が鮮明になっている。作品の素材・叙
述は大部分が転落した時の体験記であるが、作品全体の印象とし
ては、作者の主観が表出された宿の娘の存在を忘れることは出来
ない。ここで注目しておきたいことは、「庫のあと」で初めて素材に女
性が取り上げられたことである。節の作品の中ては、写生文とし
て発表された第一作の「月見の夕」に女性が登場している。これ
は、女性の描写、特に会話にニーークな面白ろさを持っていたが、
それらは単なる対象物として客観的に写生されていたにすぎず、
この作品のように、素材に対して作者の感情が移入されてはいな
かった。ところで、この作品の場合、女性「まあちゃん」が作品
素材の中心ではなく、付加的な存在であることは前述した通りで
ある。ただ作者の主観的心情の表出のために、女性を登場させ、
作品に情趣を加えていると言う意味で、女性の新しい登場は、作
品自体に少なからず変化をもたらした。
「痛のあと」は明治三十九年三月の発表であったが、その四か
月後に発表された「炭焼の娘」ては、〃女性〃が素材としても中心
的位置を占め、作者の視点はその女性に焦点が合わせられている。
節の写生文にはこの後も女性は作品の素材として、構成の重要な
一部分を占めるが、この作品のように焦点が統一された作品はな
い○ところで、「炭焼の娘」と言う作品は、節が炭焼の研究のため、
房州の清澄山で一週間滞在して見学した時、そこで働いていた娘
「お秋さん」の働きぶりや、可憐で慎ましやかな態度を描いた作品
である。次に、「炭焼の娘」から「お秋さん」に対する作者節の主
観が叙述されているところを拾い出してみよう。
①「あの雨の降る日などにはそこらの木まで猿がまゐりまず」とお秋さんが
傍からいった。お秋さんは滅多にいはい。自分は何かいはして欲しかったの
だから、絲口が開けた様に恩はれてこれだけが満足であったｃ射干が急に延
び出して赤い花が目前に開くのを見る様な心持である。
②お秋さんはこんなに忙しく仕事をして居たと思ったら、ふと見えなく
なった。自分は谷が急に寂しくなった様に感じた。尋ねるといふでもなく昨
日炭木の運ばれた窪みを登って行った。
③毎日自分と一所にお秋さんの許へ落ち合った島の人はたうとう来なかっ
た。ｌ中略ｌ此男が来なかったので何故だか心持がよかった。
④お秋さんは鼻筋の慥な稀な女である。然し世間の若い女の心に満足と恩
はるべきことは一つも備はってない。かう思ふと何となく同情の念が恩は
ず起るのである。
⑤自分は規則正しく植ゑられた桜の木の青葉の蔭に佇んで待って見たがど
ういふものかお秋さんは遂に来ない。然し茶店まで戻って見るといふ）」と
も
し
え
な
か
っ
た
。
自
分
は
急
に
油
が
抜
け
た
や
う
な
寂
し
い
心
持
に
な
っ
て
宿
へ
帰った。
⑥
清
澄
山
は
自
分
に
は
す
べ
て
が
満
足
で
あ
っ
た
。
然
し
お
秋
さ
ん
と
言
葉
を
交
し
て
別れなかったことはどうしても遺憾である。針へ通した糸のうらを結ばな
いやうな感じである。
以上は、節の心情が直叙され、作品を主観的にしている大きな要
素であるが、特に、⑤⑥は積極的でなかった自分自身の行動を惜
む心情に余韻があり、しっとりとした情趣が感じられる。その他、
作品に主観的情趣を加味しているものとして、お秋さんの描写に
おける〃白〃の使用を挙げることが出来る。節の〃白〃への好尚
については、前稿で触れたので重複は省くが、この作品において
も白が多く使用されている。特に「お秋さん」の素朴で清楚な美
しさを強調するために白を使用し、「お秋さん」のイメージを読者
に髻震とさせると同時に、作品にも詩趣を添えていると言える。
次に、具体的に作品の中から抜き出してふよう。
①尻きりの紺の仕事着に脚絆をきりつと締めて居る。さうして白い顔へ白
い手拭を冠つたのが際立って目に立つ。
②お秋さんの造った曹達は純白雪の如き結晶である。
③手拭をとったら顔が赤らんで生え際には汗がにじんで居た。うら上かな
日に幾らかの仕事をしてぼつとほてって来た時は肌の色の美しさが増さる
のである。白いものは殊更に白く見える。
＝
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以上、「炭焼の娘」における主観的要素と言う形で、作者のお秋
さんに対する心情の直叙された部分と、節の主観によって美化さ
れたお秋さんｌそれは節の好んだ〃白“の使用の中に間接的に
表われているｌの描写の部分を具体的に抜き出してゑた・確か
に、全篇を通じて「炭焼の娘」においては、作者の視線は絶えず
お秋さんに向けられており、節のお秋さんに対する好意的心情は
作品の中に充分表現されている。しかし、作品全体を考えた場合、
この作品はやはり客観的描写に主眼が置かれており、たとえば、
自分は薪へ腰を掛けた。お秋さんの手拭の糸目の交叉して居るの主でが
はっきり見えるまでに近寄った。お秋さんは両足を廷して左を枯木へ乗せ
て居る。鋸を押したり引いたりする毎に手拭の外へ垂れた油の切れたほつ
④じっと見て居ると何処からか胡粉を落したといふ様にぼちつと白いもの
が見え出した。漁舟である。一一つも三つも見え出した。白帆はもとからそこ
にあったのだ。尚じっと見つめて居るとぼちつと白いのが段々自分へ逼っ
て来るやうに恩はれる。遠くはすべてがぼんやりである。谷の梢や胡蝶花の
花や樅の真白な板や近いものは近いだけ鮮かである。さうして最も近いも
の
は
お
秋
さ
ん
で
あ
る
。
①②は働いているお秋さんの美しさがきわめて印象的に描かれて
いる。平常から労働に従事している人人を目にし、関心をもって
いた節であったから描き得たとも言えよう。②は、彼女の手に成っ
たものを、「純白雪の如き」と比楡することによって、純粋無垢な
彼女自身を象徴している。④は、背景の白に焦点を合わせながら、
｜番近いお秋さんが最も鮮明で美しいことを描き、そのお秋さん
の傍にいる作者節の喜びが表現の中ににじみ出ている。
「白」の清浄素白な色感の多面的な活用で、「お秋さん」の清楚
なイメージを助長し、その「お秋さん」を中心とする一つの作品
の世界を作りあげていると言える。そして、それは作者が作りあ
げた世界、つまり、節の心情によって美化され、理想化された作
品の世界であり、「お秋さん」であると言える。
れ毛がふらふらと揺れる。獺い様な鋸の音の外には何の響も無い。お秋さん
は異様な真面目顔で鋸から目を放さない。自分も腰を掛けた儘ほつれ毛と
白
い
襟
元
と
を
見
詰
め
て
居
る
ば
か
り
で
あ
る
。
など、お秋さんの描写においても、微細な客観描写が生彩を放っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
節は久保田俊彦（島木赤彦）宛の書簡（明ｎ．９・加）の中て、「以
前は写生文といふものは、東京市中の出来事を酒落れて云はねば
ならぬものの様に誤解致し居候。されば文章の善悪の如きもちっ
とも判断がつかず一向に迷ひ居候。炭焼の娘を書きし時は稿を改
むること前後六回程にて、八頁のものに六ヶ月を費し申候。……
：…・然し其時以来人の文章を見て是非の判断に苦しまぬやうに相
成候には自分ながら喫驚致し候四と書いている。この「炭焼の娘」
によって文章観を確立したことを述べているわけだが、それは作
品
の
上
で
も
肯
首
出
来
る
の
で
あ
る
。
なお、この作品の執筆に当っては、伊藤左千夫からの適切なア
ドバイスがあったことも一言付け加えておきたい。左千夫からの
明治三十八年五月一一十七日消印の書簡によると、「色の白いやさし
いものを山として文章を作ったら面白さうぢやないか、見逃すこ
と
の
出
来
ぬ
好
題
目
の
様
に
思
は
れ
る
。
母父の一一一一口の主にノー山こ組り炭焼居るかくはし女にして
若葉さす清澄山の八瀬尾にし炭焼く少女見ねどこひしも」
とある。清澄山で「お秋さん」に対面して日を置かず、彼女の白
く、清楚で慎しい姿を左千夫へ書き送った返事であろう。写生文
に書き上げることを勧めた左千夫は側さらに、明治一一一十九年一一一月
一一十一一一日の書簡で、「痛のあと」に文章の山がないと述べた後、「清
澄の文に注意し給へ」といって、「略す所は略し種になる所を委し
く書けば自然に山が出来る也」と述べている。「炭焼の娘」完成にあ
たって左千夫の存在は看過出来ないものがある。
四
節の写生文は、客観的描写に主眼を置きながらも、主観的心情
の叙述も加わり、作品に情趣が感じられるようになった。ここで
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は、｜で述べたように、文壇で一般的に指摘されている「佐渡が
島」の主観的傾向について、具体的に考察してみたいと思う。
自分の頭の上を金銀の水が絶えず流れて居るのかと恩ふと金山が急に美
化されてしまったやうに感ぜられた。佐渡は此の如くして到る所余がため
に装飾されて居るかと恩はれる。
と、本文中に節自身が述べているように、紀行文「佐渡が島」は、
節の主観のべＩルに覆われた、節の作品としての佐渡が島に他な
らない。そして、その「装飾」の動機となった最大の原因は小木
の宿の美人である。
苑がついて見ると此女は驚くばかりの美人であったのだ。まだ二十には
過ぎまいと恩ふ。……余は一日雨を凌いだ為単衣もズボン下も濡れきって
族装が一層みすぼらしくなって居るので此女に対して何となく極りの悪い
やうな心持がした。
女の美しさに気づいた節は、どうしても女を意識せずにはおれな
くなってしまう。食事中堆い小豆飯の塊が思わずぼろりと膝へ落
ちた時も、「見られはしないかと思ってみると美人は……落した小
豆飯には苑がつかぬ様子である。」とまず、女の方へ視線が向いて
しまうのであった。そして、女から素麺を冷やす話を聞けば、「余
は此の女に白地の浴衣を着せて白い手拭をかぶせて素麺をざらさ
して見たいものだと思った。」と、節の好尚に合った白い姿をした
彼
女
を
想
像
し
た
り
す
る
○
余は忠はず女を見ると女も同時に余を見た。・・・…向き合うて見るとあん
まり近いので急に何だか面ぶせに感じたので余は視線を逸らして其口もと
を見た。：…・女は唯無邪気に蓋らふ所もないやうな態度である。それ丈余は
更に平気で店憎い気持がしだ。誉へていへば女は凌霄である。……余は自ら
凌霄にからまれた松の幹のやうな感じがした。……余は其白い横顔をしげ
しげと見守った。さうして此優しい静かな昨日の浦を前にして何時までも
唯立って居たいやうな心持がした。
ここでは、自分自身をも想像の世界の中へ登場させ、主観的心情
を
素
直
に
表
現
し
て
い
る
。
女は更に土間へおりて新しい草鞍の紐を通して小さな木槌で其草蛙をと
んとんと叩いて呉れた。さうして余の後ろへ廻って両掛の荷物の上から産
を着せてくれようとする。然しこの着せて貰ふことだけはしなかった。何故
だか黙って着せてしらふことがしえなかったのである。
美人の方は一向に節を意識しているわけではないのに、勝手に凌
霄にからまれた松などと想像した節は、彼女の行動が全て気にか
かる。そして、ますます彼女への意識が強くなって平気で産を着
せて貰うことが出来なくなったのである。しかしまた、そのこと
が作品としては清純な情趣を醸し出す原因ともなっており、「炭焼
の娘」における最後の別れの場面（Ｐ珊下Ｌ９）と条件は異なるが、
行動と心情の交錯に余韻を感じさせるところは同じ手法だと言え
よう。「炭焼の娘」の「お秋さん」と「小木の宿の美人」を比較して
みると、「お秋さん」の世間ずれしないいかにも生娘らしい差らい
多い態度に対して、「美人」の方は特に節を意に介した風もない淡
淡たる態度である。これは「お秋さん」が滅多に人の訪れぬ山住
いであるのに対して、「美人」の方は平常から人と接することが多
い旅館の人間であると一一一一口う環境の違いであろう。そう言う素材の
違いが、「佐渡が咄」の場合、想像の世界を生よ出したり、伸びや
かな筆致となって現われたりしており、「炭焼の娘」と比較して主
観的情趣はより強いと言えよう。
次に、「佐渡が島」における主観的傾向が最も明瞭に表われてい
る箇所について一言触れておきたい。それは作品の最後の部分で
ある。先に、「装飾」された「佐渡が島」の原因となった美人につ
いて述べて来たが、その美人の回想で作品は結ばれているのであ
る。具体的に一部分抜き出してみる。
○佐渡は博労だけでも充分であるが唯博労だけでは鼠地の切れのやうな
感じを免れぬ。佐渡が島では小木の港で美人に逢うた。美人は鼠地へ金糸銀
糸で刺繍った牡丹の花である。さうして博労の娘はつや上かな著莪の葉へ
干した染糸で刺繍つた答でなければならぬ。
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○余が美人を億ふ時には幾分の乱を生ずる。
○
佐
渡
の
形
見
と
し
て
余
の
手
に
残
っ
た
も
の
は
小
木
の
宿
の
美
人
が
と
も
し
灯
の
も
と
に
ゆ
か
し
が
つ
た
手
帳
の
間
の
政
魂
の
花
と
此
草
蛙
と
の
ゑ
で
あ
る
。
草
蛙
も
小
木
の
美
人
が
槌
で
叩
い
て
く
れ
た
草
鞍
で
あ
る
。
…
…
歩
い
て
歩
い
て
底
が
抜
け
て
足
の
う
ら
が
痛
く
な
っ
て
な
ら
ぬ
ま
で
は
此
草
鞍
は
穿
き
通
し
て
見
た
い
や
う
に
恩
ふ
。
そ
し
て
、
小
木
の
宿
で
、
凌
霄
の
よ
う
な
美
人
に
か
ら
ま
れ
た
自
分
を
想
像
し
な
が
ら
も
、
出
立
の
時
産
を
着
せ
て
く
れ
よ
う
と
し
た
の
を
遠
慮
し
た
節
が
：
ぎ
っ
し
り
結
ん
だ
紐
は
手
で
解
か
ね
ば
い
つ
ま
で
も
足
に
つ
い
て
決
し
て
と
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
此
箪
畦
の
紐
は
ど
う
し
て
も
ぎ
っ
し
り
結
ん
で
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
余
は
か
う
恩
ひ
な
が
ら
…
…
徐
ろ
に
草
軽
の
紐
を
結
ん
だ
。
」
と
小
木
の
美
人
に
後
髪
を
引
か
れ
る
思
い
を
濃
く
残
し
な
が
ら
文
章
を
終えている。
以
上
の
引
用
で
も
明
白
な
よ
う
に
、
節
の
主
観
的
心
情
が
全
面
的
に
吐
露
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
左
千
夫
も
「
美
人
と
草
畦
は
書
き
過
し
た
感
が
あ
る
。
」
（
注
７
）
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
や
や
く
ど
い
。
作
品
と
し
て
の
情
趣
は
、
常
に
作
者
の
感
動
の
深
浅
に
左
右
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
く
、
ま
た
、
率
直
な
心
情
の
表
白
の
濃
淡
に
よ
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
「
佐
渡
が
烏
」
の
「
小
木
の
美
人
」
は
、
節
自
ら
述
べ
て
い
る
如
く
、
彼
自
身
の
主
観
で
潤
色
さ
れ
、
そ
の
心
情
表
現
に
は
し
つ
こ
さ
を
感
じ
さ
せ
た
が
、
佐
渡
が
島
の
人
情
。
風
土
を
描
写
し
、
紀
行
文
「
佐
渡
が
島
」
を
作
品
と
し
て
独
自
性
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
る
も
の
に
博
労
と
能
が
あ
る
。
博
労
の
明
朗
・
爽
快
、
し
か
も
行
き
届
い
た
親
切
は
、
読
む
者
に
佐
渡
の
人
情
を
端
的
に
伝
え
、
ま
た
、
佐
渡
在
住
の
島
民
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
「
能
」
は
通
常
の
島
民
の
生
活
状
態
か
ら
推
す
と
驚
惜
に
価
す
る
ｌ
佐
渡
は
貴
人
の
流
刑
の
地
で
あ
っ
た
た
め
、
能
な
ど
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
不
思
議
で
は
な
い
が
、
現
在
も
な
お
島
民
に
よ
っ
て
上
演
が
続
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
や
は
り
驚
惜
に
価
す
る
ｌ
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
読
者
の
感
銘
を
深
め
、
歴
史
的
背
景
を
濃
厚
に
残
し
て
い
る
佐
渡
の
風
土
に
情
趣
を
感
じさせられる。
博労の家は、「部屋のうちは仕事衣やら稜い着物が乱雑に引っ掛
け
て
あ
る
。
天
井
か
ら
は
煤
が
垂
れ
て
居
る
。
其
煤
の
天
井
か
ら
吊
っ
て
ある蕊棚も漆で塗ったやうである。」そして、博労自身は「縁側に
足を投げ出して」「噛りかけ（梨の）を一寸手でこすって皮の儘む
しゃむしゃと噛りつＲけ」ている。粗野ではあるが、しかし、「不
味いものが好きなら佐渡の婿になって十日も居るがいい」と「大
きな口を開いて笑いながら」言う、素朴で、明朗で、爽快な気性の
人物でもある。そして、節を名所白岩尾の曝へ案内し、能見物に
同道して、帰りの船便まで世話する親切な人物でもある。節は文
本中に「佐渡は博労だけでも十分であるが……」と書いているよ
うに、博労を中心とする描写の中に佐渡の風俗・風土・人情など
がおのずから出ており、紀行文として興味深い文章になっている。
そして、その中でも特に興味を惹きつけられるのは、「漁村の能」
である。「三井寺」「船弁慶」など能の上演中の描写は、精細で節
と
し
て
は
手
慣
れ
た
筆
致
で
あ
る
が
、
中
に
、
狂女が二一一一歩すさって中繋持った右の手と手の足とを突き出した腰を
ぐっと後へ引いて仮面が屹と青竹の櫓を見あげた時に「ア、いとと際どい
声が又余の耳許で響いた。見ると博労が向針巻をした首を曲げて反歯の口
の
開
い
て
見
惚
れ
て
居
る
の
で
あ
っ
た
。
など、心から能に熱中している博労の姿を挿入し、また、
……其男がどうも見たことのある顔だと思ったら此は小木の宿屋の主人
であった。袴をつけて端然たる姿が余り変ったので一寸見には分らなかっ
たのである。余は此を博労に話すと「ァ、鉢の木の仕手を舞うたのがさう
だ。どうも能う舞ふ」といった。烏帽子をつけた静が白い足袋の先をそっと
出
し
出
し
舞
ひ
め
ぐ
る
。
四
隅
に
吊
っ
た
ラ
ン
プ
の
先
が
烏
帽
子
に
輝
き
衣
装
に
輝
い
て美しい。「アレは小木の石屋でワキなら何でも務めるのだ」と博労が語る。
など、演ずる者についての話も織り混ぜながら、能がこのような
在郷の人達によって、愛され守られている様子を具体的に描いて、
佐渡の風土に独得の味と趣を添えている。節にとっては偶然出合
わせた能見物ではあったが、それによって、佐渡の風士を単なる
八
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五
佐
渡
が
烏
を
含
む
今
度
の
旅
行
で
、
節
の
出
し
た
書
簡
が
か
な
り
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
書
簡
と
作
品
と
の
関
係
に
つ
い
て
少
し
は
か
り
考
察
し
て
お
き
た
い
。
今
度
の
旅
行
に
取
材
し
た
作
品
の
中
て
、
最
も
早
く
発
表
さ
れ
た
の
が
、
明
治
四
十
年
の
三
月
号
と
五
月
号
の
「
馬
酔
木
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
鉛
筆
日
紗
」
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
表
題
の
如
く
日
記
形
式
に
な
っ
て
い
て
、
日
付
け
ご
と
に
小
見
出
し
が
付
い
て
い
る
。
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
八
月
二
十
八
日
▼
黄
瓜し
ら
り
八月一一一十日
▼東海美人
や
ま
ど
り
八
月
一
二
十
一
日
▼
山
惟
の
渡
し
九
月
一
日
▼
猿
▼
鳥
▼
鹿
の
糞
九
月
九
日
▼
会
津
に
入
る
人
情
の
厚
さ
だ
け
で
な
く
、
文
化
的
伝
統
が
島
民
の
生
活
や
人
情
に
き
め
細
かく反映している状況を描き出すことが出来た。
かういふ孤鵬の僻邑に能の催しがあらうなど堅は夢にも恩ひ設けなかっ
た
所
で
あ
る
。
其
見
物
人
と
い
ふ
の
が
大
抵
は
百
姓
や
漁
夫
の
や
う
な
も
の
で
あ
る
た
ら
う
が
そ
れ
が
子
供
に
至
る
ま
で
静
粛
に
し
て
居
た
の
は
意
外
で
あ
っ
た
。
其
役
者
と
い
ふ
の
が
桶
屋
や
石
屋
や
宿
屋
の
主
人
な
ど
で
あ
り
な
が
ら
相
応
に
品
位
を
保
っ
て
見
え
る
の
も
向
う
鉢
巻
を
と
っ
た
こ
と
の
な
い
博
労
の
平
内
さ
ん
が
能
の
知
識
の
あ
る
の
を
見
て
も
此
の
階
の
人
の
心
に
優
し
い
処
の
あ
る
の
が
了
解
さ
れ
る
。
博
労
が
遭
う
て
其
日
か
ら
懇
切
で
あ
る
の
も
宿
屋
で
出
掛
け
に
必
ず
草
蛙
を
一
足
く
れ
る
の
も
小
木
の
宿臆の美人が洗濯しておいてくれたのも皆此の優しい心の発動でなければ
ならぬ。
佐渡の風土が能見物の描写で最－局に盛り上げられ、作品としても、
能見物の場面が入ったことで、重厚な味わいが出て来ている。そ
し
て
、
こ
こ
に
引
用
し
た
主
観
的
心
情
の
表
白
の
部
分
も
、
具
体
的
な
事
実
に
墨
付
け
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ゑ
じ
み
と
落
ち
着
い
た
味
わ
い
を
出
し
て
い
る。
節は、今回の旅行は紀行文として発表する意志を固め、克明な
メ
モ
な
い
し
は
日
記
を
付
け
て
い
た
。
こ
の
作
品
は
、
形
式
の
上
か
ら
み
て
も、かなり旅行中のメモや日記に依拠しているものと考えられる。
内容については、日付けからも明らかなように、八月二十八日～九
月一日までは松島から金華山までの牡鹿半島・金華山の紀行文で
あり、九月九日は桧原峠・桧原湖を中心とする紀行文である。前
半の中て、分量も多く、内容も充実しているのが、八月三十一日
の鮎川から金華山への渡航記と、九月一日の金華山登頂の記であ
る
。
次
に
そ
の
中
か
ら
一
部
抜
き
出
し
て
ふ
よ
う
。
雨が大粒になった。幻の如く見えた金華山は復た雲深く隠れて裾だけが
短く表はれた。山の裾はなつかしい程近い。
これは、船中から金華山を眺めた時の描写である。「なつかしい
程近い」に筆者の近づきつつある金華山への期待がこめられてい
る。だが、金華山紀行文中このような心情が表現されているのは、
この部分だけである。
雲が一方からだんだん仁禿げると三角に握った握飯のやうな金華山が頭か
ら押へつけるやう仁餐えて居る。中腹の神社から下には鋏で梢を刈り込ん
だやうな木立が青い芝の間に塩梅されて庭園の如く見える。常盤木の繁茂
した山上には綿打ち弓から飛ぶ綿のやうな雲がちぎれて居る。
○一行はばらばらになって先達に眼いて行く。左を仰いて見ると鯵蒼たる
山の顕は頭に掩いかぶさった様で其急峻な山の脚は恰かも物蔭から大手を
開いて現はれた人が奔馬をばったり喰ひ止めた様に此小径で切断されて居
る。小径については到る所青芝と糸薄が茂って居る。さうして糸薄の中には
疎らに赤松が聾えて居る。時々鹿に逢ふことがある。
以上の引用は金華山登山の一節である。事実の客観描写はよく整
理されて叙述ざれ的確・鮮明ではあるが、主観に訴える要素が全
くないため作品は全体的に平板になっている。
ではこの金華山紀行は、書簡の中でどのように扱われているだ
ろうか。現存するものの中では、この旅行中の他の場所に比較す
ると金華山を絶賛したものが一番多い。
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○金華山は船から上ると、刈込んだ様な青芝に糸すすきが茂って、鹿がぞろ
ぞろ士産を貰ひに来る。金華山は見てよく、渡ってよく、洵に天下の絶勝に
候・小生は晴雨共に見申候。幸運なりと存候。（明治朗年９月１日・佐久間
政
雄
宛
は
が
き
）
バ
ン
ジ
ヤ
ク
○・・．殊には牡鹿半烏の万石の浦と称する入江の幽遼限りなき形勝の地を過
ぎ
、
金
華
山
の
晴
雨
を
賞
し
て
、
終
生
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
と
存
じ
候
。
（
明
治
羽
年
９
月
３
日
・
寺
田
憲
宛
封
書
）
○金華山は晴雨共に見申候。洵に天下の勝地と存じ候。山推の渡とて二十四
町
の
海
を
越
ゆ
る
こ
と
に
候
が
、
吹
き
降
り
に
て
小
生
に
は
非
常
に
愉
快
を
感
じ
申
侯。……山蛭には食はれ候へども、金華山はよき山に候・（明治朗年Ⅲ
月
４
日
・
乎
福
百
穂
宛
封
書
）
い
ず
れ
も
金
華
山
を
絶
賞
し
、
満
足
し
た
心
情
を
述
べ
て
い
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
作
品
の
中
て
は
、
金
華
山
へ
の
率
直
な
心
情
が
全
く
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
，
旅
行
中
の
メ
モ
や
日
記
が
か
な
り
克
明
で
客
観
的
事
実
の
描
写
に
中
心
を
置
い
て
い
た
こ
と
。
そ
し
て
そ
れ
が
原
形
に
近
い
形
（
作
品
化
の
過
程
に
お
い
て
文
学
作
品
と
し
て
捉
え
直
す
姿
勢
が
な
い
こ
と
）
の
ま
ま
使
用
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
（
注
８
）
書
簡
で
金
華
山
を
あ
れ
だ
け
絶
賛
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
作
品
と
し
て
も
、
こ
の
作
品
が
旅
行
後
最
も
早
い
作
品
で
あ
る
か
ら
、
作
者
の
心
情
が
一
番
強
く
現
わ
れ
る
と
思
う
の
だ
が
、
そ
う
で
な
い
こ
と
は
、
旅
行
中
の
メ
モ
や
日
記
の
付
け
方
が
客
観
的
な
事
実
の
描
写
の
糸
に
力
が
注
が
れ
て
い
た
こ
と
を
は
っ
き
り
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
節
自
身
も
「
従
来
小
生
は
事
実
に
拘
泥し過ぎたる弊有、随って余裕ある作品に乏し」い（注９）と反省
し
て
い
る
如
く
、
細
叙
の
ゑ
に
注
意
を
奪
わ
れ
て
い
る
自
分
の
欠
点
に
気
づ
い
て
い
く
の
で
あ
る
。
で
は
次
に
、
佐
渡
が
島
は
書
簡
で
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か。○佐渡は雨の金北山に登り、雨に真野の御陵を拝し、赤泊より越後の寺泊に
渡り申候。（明治羽年９月別日・佐久間政雄宛はがき）
○佐渡は遠くで聞いてよく、地図でよく、新潟で見て是非共渡って見たくて、
其
実
左
程
の
こ
と
の
な
い
所
に
候
。
四
日
の
う
ち
三
日
は
雨
に
降
ら
れ
侯
へ
ど
も
、
小
木
の
港
の
宿
に
て
非
常
に
美
し
き
嫁
さ
ん
が
、
出
掛
け
に
草
畦
を
た
て
て
小
さ
な
槌
で
と
ん
と
ん
と
叩
い
て
く
れ
候
所
、
甚
だ
感
じ
よ
く
候
ひ
き
。
（
明
治
羽
年
、
月
４
日
・
平
福百穂宛封書）
前
者
は
単
な
る
旅
程
の
み
を
報
告
し
て
い
る
。
後
者
は
全
体
と
し
て
佐
渡
に
失
望
し
て
い
る
が
、
小
木
の
宿
の
美
人
の
こ
と
は
極
め
て
好
印
象
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
美
人
の
こ
と
は
、
書
簡
の
材
料
と
し
て
は
大
変
興
味
深
い
も
の
だ
け
に
、
特
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
も
言
え
よ
う
が
、
「
佐
渡
が
島
」
の
中
心
的
な
存
在
で
あ
り
、
作
品
の
主
調
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
ふ
る
と
、
単
な
る
書
簡
上
の
興
味
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
よ
う
だ
。
節
に
と
っ
て
は
佐
渡
が
島
紀
行
の
中
で
最
も
印
象
深
い
出
来
事
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
節
に
と
っ
て
佐
渡
が
島
は
旅
行
の
最
初
か
ら
の
目
標
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
実
際
に
行
っ
て
み
て
「
左
程
の
こ
と
の
な
い
所
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
作
品
化
の
際
、
小
木
の
宿
の
美
人
が
叩
い
て
く
れ
た
草
軽
か
ら
佐
渡
の
人
間
の
人
情
に
及
ぶ
と
き
、
博
労
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
さ
ら
に
博
労
と
共
に
見
た
能
へ
と
佐
渡
が
島
の
思
い
出
が
拡
張
し
て
い
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る。「佐渡も半年の苦心に有之候」（注、）とあるごとく、製作過程
で
、
思
考
・
印
象
が
統
一
さ
れ
て
作
品
と
し
て
完
成
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
節
の
「
佐
渡
が
島
」
の
自
筆
稿
本
に
「
波
の
上
」
と
言
う
一
節
が
あ
り
、
こ
れ
は
佐
渡
が
島
渡
航
の
船
中
で
の
出
来
事
を
梨
を
中
心
に
し
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
発
表
さ
れ
た
「
佐
渡
が
島
」
に
は
全
く
姿
を
消
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
梨
に
つ
い
て
は
、
先
の
百
穂
宛
書
簡
で
「
新
潟
は
信
濃
川
の
泥
水
を飲む所厭ふくく候へども、梨の安くて且つうまきは類なく候。」
と
あ
っ
て
、
「
佐
渡
が
島
」
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
一
つ
の
モ
チ
ー
フ
で
あ
っ
た
と思われるのだが、省略されてしまったことからも、充分言えるこ
と
で
あ
る
と
思
う
．
ｌ
も
っ
と
も
Ⅷ
梨
の
こ
と
は
全
く
「
佐
渡
が
島
」
の
作
品
か
ら
抹
消
川
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
博
労
の
家
で
梨
を
食
べ
る
描
写
の
中
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。
（
博
労
は
皮
の
儘
む
し
や
ノ
ー
と
噛
る
と
こ
ろ
。
節
は
四
○
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長く伸びた瓜で皮をはがすが、その皮が鋲のようになって落ちる
と
こ
ろ
な
ど
）
ｌ
「佐渡が島」製作の原点が小木の宿の美人と草娃にあったわけ
であるから、節としては、最後の「書きすぎ」と言われた一節は
書かずにおれなかったところであろう。しかし、作品としてはそ
の動機まで全て書き込む必要はなく、その整理が必要であったと
考えられる。しかし、ともかくも、「佐渡が島」は客観的事実から
一応離れて作者の心中で再生された事実、それを主題としながら
書いていく方法Ｉ歌における主観の導入と同様であるＩで作
られた作品と言えよう。
この旅行の中で一番最後に作品化されたのが、「旅の日記」であ
る。これは、最初『阿羅々木」の一巻二号萌姐・１）に「旅の日記
の一部」として発表した作品を後に改題したものである。
九月一日、金華山から鮎川へ戻り、旅人宿で汽船の出発を待って
いる記事。その翌日、塩釜へ向う汽船上でのこと。九月四日、仙
台から山形へ向う途中の作並温泉の記事。九月五日、関山峠での
ことの四場面から構成され、いずれも少女たちが狭い帯を締め、
帯の結び目がこぶし程の大きさであることに興味を覚えて綴った
作品である。それはこの地方の風習なのであろうが、それに対し
て節はその可憐な姿をいつくしむと同時に、傷ましい眼で暖かく
見守っている。先の「鉛筆日紗」がその日の紀行の客観的な描写を
中心としているため、全体としてのまとまりがなかったのに対し
て、この作品は同じ日記体ながら物語風な味わいを出している。
しかし、構成としては平板であり、また、小さな帯の結び目に固
執しているため作意が見えて、作品としてはかえって味がなく
なっている。たとえば、九月五日の関山峠の記事は、明治四十一
年十一月、『為桜」三十三号へ「関山峠の朝」と題して掲載されて
いるが、それには帯の結び目には何も触れていない。この関山峠
一ハ
「佐渡が島」以後の写生文の中で、佐渡が島などへの旅行中に
取材した「白甜瓜」と「旅の日記」を除くと、「松虫草」（明虹・４
『アカネ』）、「菜の花」（明蛆・８票トトギス』）、「愛せられざる花」（明
妬・１『アララギ』。のちに「しらくちの花」と改題）の作品がある。いず
れも花の名を題名にしているところが共通の特徴である。
「松虫草」は、堺市郊外の山陵、伊勢の能褒野、大垣の養老の
滝見物の紀行を三節にまとめた作品である。｜は、舳の松の大寺餅
の話題が入っており、「山推の渡」には「大寺餅」として独立して収
録されている。明治三十六年夏、関西・東海地方を旅行した時の
経験に基づいており、その折の作歌をまとめた「西遊歌」萌珊。、
の部分は「旅の日記」の中でも情趣のあるところなのだが、最後
に帯の結び目の記事に出会うと、いかにも作意的な感じがしてそ
のためかえって作品の味が損なわれているようである。
旅行中の印象が作者の心中で整理ざれ再生される、いわゆる節
の「主観」による事実で描写されているのだが、それに作意が加
わると厭味が出て来る。「佐渡が島」は確かに、小木の宿の美人を
中心に佐渡が島の印象が拡大していったのだが、その間の経過に
作意がなく、そのためしっとりとした情趣を持った作品として完
成した。ここに過不足のない文章表現の困難さをつくづく感じる
のだが、節としては、既に明治四十一年三月に小説としての処女
作「芋掘り」を発表しているので、「旅の日記」は小説とは異なり、
やはり事実の描写に中心を置いた写生文で小説のような．フロセッ
トもないと言うものの、一つの主題のもとに統一された文章は、
小説に力を注いでいた節の一面がはからずも現われたと言うべき
であろうか。ともかく、単なる事実の羅列から抜け出て、自分の
心中でモチーフを温めたものを表現しているので、物語風な写生
文となったと言える。
四
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深川：長塚節の写生文についての研究（その二） 261
『馬酔木』）にも、それぞれ詞書を付した七首の歌がある。歌の方は、
ほ
と
ん
ど
が
御
陵
に
中
心
を
置
く
写
生
歌
で
あ
る
。
写
生
文
の
方
も
自
然
の
描
写
は
、
歌
と
同
じ
素
材
を
用
い
、
ま
た
自
然
の
見
方
に
関
し
て
も
特
に
歌
の
場
合
と
の
差
は
な
い
。
た
だ
、
大
寺
餅
な
ど
の
話
題
が
入
り
、
そ
れ
が
中
心
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
歌
の
場
合
と
は
趣
を
異
に
し
て
い
る
。
一一と一一一は、明治一一一十八年八月十八日から十月十三日までの約一一
か
月
間
を
費
し
た
大
旅
行
で
、
房
州
か
ら
信
州
を
経
て
、
関
西
各
地
方
を
巡
っ
た
時
の
こ
と
に
取
材
し
て
い
る
。
こ
の
時
の
作
歌
は
「
覇
旅
雑
詠
」
と
題
し
て、明治三十八年十一月号の『馬酔木』に発表した。
二
は
、
十
月
六
日
、
ぐ
っ
し
ょ
り
雨
に
濡
れ
な
が
ら
、
能
褒
野
を
押
し
歩
い
た
こ
と
が
書
い
て
あ
る
。
能
褒
野
神
社
の
描
写
の
部
分
を
引
用
し
て
み
よ
う
。
○
神
社
と
い
ふ
て
も
そ
れ
は
見
る
か
げ
し
な
い
小
さ
な
も
の
で
極
め
て
小
さ
な
鳥
居
が
建ててある。あたりは低い松が疎らに立って居て、そこら一杯に生えて居る
末
枯
草
は
点
頭
く
や
５
に
葉
先
を
微
か
に
動
か
し
な
が
ら
雨
に
打
た
れ
て
居
る
。
鳥
居
の
前
に
は
有
繋
に
宮
守
の
家
ら
し
い
建
物
が
あ
る
。
わ
び
し
げ
な
住
居
で
障
子
に
も
破
れ
が
見
え
る
。
し
ぶ
き
に
湿
る
縁
側
に
は
芋
殼
を
積
ん
で
そ
れ
へ
筵
を
掛
け
て
あ
る
。
（
松
虫草）
○
浅
茅
生
の
も
み
づ
る
草
に
ふ
る
雨
の
宮
も
わ
び
し
も
伊
勢
の
能
褒
野
は
秋雨のしげき能褒野の宮守はざ筵おほひ芋のから積む（覇旅雑詠・詞書略）
ほとんど同じ情景が描写されており、写生文と歌との間に、対象
に
向
う
態
度
の
差
は
出
て
い
な
い
。
三は、九月十六日、柘植潮音と養老の滝に遊んだ時のことを書
いたもの。
○養老の地へつくとそこは公園である。あたりには料理屋なども建てられ
てあるが一帯にさびしく桜の木だけは葉があかくなってはらはらと芝生に
散るのしある。白い花の芙蓉が其木蔭にさいてる。（松虫草）
○
隻
老
の
公
園
落葉せるさくらがもとの青芝に一むらさびし白萩の花（覇旅雑詠）
自然の実景の描写には特に両者の間に問題はない。ただ、白芙蓉
と
白
萩
の
違
い
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
意
外
に
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
実
は
、
写
生
文
の
方
は
こ
の
養
老
の
滝
の
茶
店
に
色
の
白
い
女
が
居
て
、
滝
に
打
た
れ
に
く
る
人
の
た
め
に
簡
単
な
世
話
を
焼
い
て
く
れ
る
。
女
に
つ
い
て
の
描
写
は
、
女
は
無
造
作
な
帯
の
締
め
や
う
を
し
て
足
に
は
薙
刀
の
や
う
に
ま
く
れ
た
古
い
藁
草
履を穿いて居る。着物を干すために廷した其手が非常に白い。首筋も凄い程白
い
。
女
は
着
物
を
干
し
畢
る
と
落
ち
さ
う
に
な
っ
た
帯
を
両
手
で
一
揺
り
ゆ
り
あ
げ
て
暫
く
遠
く
を
見
て
居
た
。
と
淡
淡
と
し
て
お
り
、
「
炭
焼
の
娘
」
や
「
佐
渡
が
島
」
に
現
わ
れ
て
い
た
主
観
的
表
現
は
な
い
が
、
滝
の
白
さ
と
共
に
、
彼
女
の
白
い
姿
が
印
象
的
な
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
さ
き
の
、
養
老
公
園
に
お
け
る
自
然
描
写
の
白
芙
蓉
と
白
萩
だ
が
、
植
物
に
特
に
詳
し
く
関
心
の
深
い
節
が
無
造
作
に
書
き
違
え
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
故
意
に
白
芙
蓉
を
配
合
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
、
明
治
四
十
年
の
夏
、
井
上
艶
子
と
の
縁
談
が
進
め
ら
れ
て
い
た
頃
、
節
は
艶
子
を
白
芙
蓉
の
花
に
た
と
え
て
「
夜
み
れ
ば
殊
に
よ
ろ
し
き
白
花
の
芙
蓉
な
る
べ
き
其
女
子
を
」
（
注
、
）
と
詠
ん
で
岡
麓
へ
書き送ったりしていたことがあるからである。縁談は「佐渡が島」
完
稿
後
、
破
談
に
な
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
後
の
写
生
文
に
は
、
女
性
が
立
場
し
て
も
、
客
観
的
に
そ
の
美
し
さ
を
叙
す
だ
け
で
主
観
的
心
情
を
述
べ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
、
白
芙
蓉
の
花
に
託
し
た
虚
構
に
節
の
心
情
を
わ
ず
か
に
汲
承
と
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
節
の
写
生
文
は
、
歌
と
比
較
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
の
描
写
は
実
景
で
あ
る
が
、
女
性
の
登
場
し
た
場
合
の
糸
は
多
少
の
虚
構
が
加
え
ら
れ
る
と
も
言
え
よ
う
。
こ
れ
は
、
「
佐
渡
が
島
」
が
事
実
が
そ
の
ま
ま
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
節
の
主
観
の
ベ
ー
ル
を
通
し
た
真
実
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
た
節
の
意
見
を
、
具
体
的
な
事
実
と
し
て
証
明
し
た
部
分
と
言
え
る
。
「松虫草」は以上のように三節から成るが、これは今までの紀
行
文
の
よ
う
に
時
間
的
順
序
に
従
っ
て
書
か
れ
て
い
な
い
。
｜
と
一
「
三
の
紀行は時間的に一一年間の差があり、一一と三も実際の旅程と順序が
四
一
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「菜の花」は、明治四十一年四月、京都、吉野、奈良に遊んだ
時
の
紀
行
の
一
部
を
作
品
に
し
た
も
の
。
こ
の
時
の
旅
行
は
歌
が
三
首
あ
る
だけで、この「菜の花」が唯一の作品である。しかし、旅行中の
書簡はかなり残っており、節の動静を伺うことは出来る。
作
品
は
帰
宅
間
近
い
旅
行
の
終
末
が
題
材
と
な
っ
て
い
る
。
奈
良
や
吉
野
と
め
ぐ
っ
て
も
ど
っ
て
見
る
と
、
僅
か
五
六
日
の
内
に
京
は
目
切
と
寂
しく成って居た。奈良は晴天が持続した。それで此の地方に特有な白く乾燥
し
た
士
と
、
一
帯
に
平
地
を
飾
る
菜
の
花
と
が
、
蒼
い
天
を
載
い
た
地
勢
と
相
俟
っ
て
見
るから朗かで且つ快かった。京も菜の花で郊外が彩色されて居る。然し周囲
の緑が近い為か陰鯵の気が身に逼って感ぜられるのである。
こ
れ
は
書
き
出
し
の
部
分
だ
が
、
京
と
奈
良
を
対
比
し
、
京
の
地
勢
・
風
士
的
特
色
な
ど
が
的
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
後
は
、
粗
末
な
佗
し
い
宿
の
情
景
か
ら
筆
が
進
め
ら
れ
、
親
切
な
河
井
さ
ん
と
い
う
人
の
世
話
で
、
翌
日行なわれる島原の大夫道中見物の下見に行く。翌日はこの見物
のために旅程を二、一一一日廷した大夫道中である。（注Ⅲ）仲居のおゑ
ん
さ
ん
の
地
味
だ
が
美
し
い
姿
態
と
対
比
さ
せ
な
が
ら
太
夫
の
道
中
姿
を
細
叙
し
て
い
る
。
現
実
の
世
界
か
ら
隔
絶
し
た
、
時
代
色
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
世
界
、
人
工
で
装
飾
さ
れ
作
り
あ
げ
ら
れ
た
世
界
に
あ
っ
て
、
お
ゑ
ん
さ
ん
の
美
し
さ
は
節
に
安
堵
の
息
吹
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
見
物
を
終
え
て
外
へ
出
る。 逆に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
構
成
が
、
事
実
と
は
全
く
無
関
係
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
こ
の
作
品
の
特
徴
で
、
単
に
事
実
の
描
写
の
み
に
終
始
し
た
写
生
文
に
飽
き
足
ら
な
く
思
い
出
し
た
こ
と
、
そ
れ
は
小
説
へ
筆
を
染
め
る
準備が整ったことでもあろう。（注皿）
また、この写生文は「松虫草」と題名が付いているが、本文中、
松虫草の名前は出て来ない。「覇旅雑詠」をみると、霧が峰高原で
詠
ん
だ
歌
「
う
れ
し
く
も
分
け
こ
し
も
の
か
遙
々
に
松
虫
草
の
さ
き
つ
づ
く
山」に「松虫草」が出て来るのだが、このような題名の付け方も
面
白
い
問
題
で
あ
る
。
廓の外はすぐに田甫である。田甫へ出て外から見ると島原は唯時代を帯
びた地味な一廓であるに過ぎぬ。菜の花が田甫に近く続いて強い南風にゆ
さぶれて居る。泣き出し相に低い空が西の山々とくっついて薄墨をまけた
ように山々を更にぼんやりとさせて居る。山の間へ狭く平地が走って居る。
菜の花は断続して其平地の限りにぼんやりと見える。白く乾いた田甫の地
は吹き立てられて、菜種の葉が一枚々々皆白く其挨を浴びて居る。
そして、節は「切な相にゆさぶれて居る菜の花を後にして路傍に
一人の乞食が坐して居るのを見」る。乞食に施銭をし、後から来
た女たちも投げ銭をするのをみて、節はやや食傷ぎみの島原の世
界からようやく現実に一戻り、爽快な気分になる。
「菜の花」の中心は、珍らしい島原の太夫道中にあるのだが、
作品の最初と最後に出て来る菜の花の描写に、京の風土的特徴が
よく現われている。
全体的にこの旅行中、菜の花がとても印象的であったとみえて
書簡の中にしばしば出て来る。
○名古屋以西〈菜ノ花ヲモテ飾ラレタリ（明ｕ・４・皿、藤倉新吉宛）
これは、近畿地方の特徴である菜の花の景観を大きく捉えている。
花の吉野は次の如くである。
○吉野の町と如意輪寺道の上部には菜の花やらさくらやらに朝日が一杯に
さし掛けて居る。（明ｕ・４・岨、藤倉新吉宛）
○吉野の山は花の山といふよりも麦と菜種の山といふくし。桜の林よりは
遥か上に麦青くして菜の花の黄なるを見る。（明虹。４．肥、橋詰孝一郎宛）
「菜の花」の舞台となった京都の西の郊外は、
○島原も壬生寺も外へ出れば目の及ぶ限り菜の花にて目もざむる計り仁候。
（明ｕ・４・肥、藤倉新吉宛）
と鮮やかな菜の花が印象的だったようである。作品に見られるや
や重くるしい沈んだ調子は、書簡の中には感じられない。事実、
こ
の
旅
行
は
節
に
と
っ
て
は
お
そ
ら
く
生
涯
で
一
番
派
手
で
、
華
や
か
な
旅
行であったと思われる。四月十三・十四の両日、祗園の一力茶屋
で遊び、得意げに横瀬夜雨や橋詰孝一郎へはがきを出している。
四
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「しらくちの花」は原題が「愛せられざる花」で、最初、『為桜』
の明治四十二年九、十月号に発表され、その後、明治四十三年一
月
号
の
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
に
再
録
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
明
治
四
十
一
年
の
春
、
渋
温
泉
で
鶴
爺
さ
ん
と
言
う
猟
師
が
語
っ
た
、
樹
に
絡
ま
っ
て
白
い
花
を
付
け
て
い
る
、
し
ら
く
ち
の
花
を
素
材
の
中
心
に
お
い
て
、
節
の
お
ぼ
ろ
な
白
い
花
へ
の
関
心
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
明治三十六年、箱根山中の霧の中で見た白百合の花。同じく一一一十
九
年
、
赤
井
嶽
で
み
た
霧
の
中
で
満
開
の
花
を
付
け
た
栗
の
木
の
こ
と
を
プ
ロ
ロ
ー
グ
に
し
て
、
鶴
爺
さ
ん
の
話
に
入
る
。
そ
の
中
で
、
爺
さ
ん
に
聞
い
た
し
ら
く
ち
の
話
は
、
鶴
爺
さ
ん
の
存
在
と
共
に
忘
れ
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
節
は
長
年
一
人
で
し
ら
く
ち
の
花
と
は
ど
ん
な
も
の
か
知
ら
な
い
ま
ま
に
、
霧
の
中
の
白
い
柱
の
よ
う
な
花
を
想
像
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
四
十
二
年
、
十
和
田
湖
へ
行
っ
た
時
、
偶
然
に
コ
カ
が
し
ら
く
ち
の
花
の
実
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
し
ら
く
ち
の
花
が
、
白
く
打
っ
た
点
の
集
ま
り
の
ような花であると知ったと一一一一口うエピローグで終る作品である。
花
に
中
心
を
置
い
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
「
旅
の
日
記
」
が
帯
の
結
び
目
に
｜力には、「其美殆んど言語に絶し候。」（注Ⅲ）と感じた美しい舞子
な
ど
も
い
た
。
ま
た
、
丁
度
桜
の
花
の
季
節
で
も
あ
る
の
で
、
祗
園
の
夜
桜
、
糸
桜
、
御
室
の
桜
な
ど
の
便
り
も
あ
る
。
し
か
し
、
美
し
い
舞
子
も
桜
の
花
も
節
の
琴
線
に
触
れ
、
作
品
と
し
て
結
晶
す
る
ま
で
に
至
ら
な
か
っ
た
。
あ
るいは、節は最初から自分の作品の世界とは考えていなかったと
言うべきであろうか。
「
菜
の
花
」
は
島
原
の
太
夫
道
中
と
い
う
珍
ら
し
い
素
材
故
に
作
品
化
さ
れ
た
が
、
素
材
の
持
つ
華
か
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
作
品
と
し
て
は
沈
潜
し
た
情
趣
を
作
り
あ
げ
て
い
る
。
節
の
主
観
で
捉
え
直
し
た
世
界
が
作
品
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
素
材
を
主
観
的
に
捉
え
直
す
時
に
、
こ
の
旅
行
を
契機にして古美術に心を寄せるようになった、「渋いもの」への関
心
な
ど
が
間
接
的
で
は
あ
る
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
焦
点
を
合
わ
せ
て
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
素
材
の
焦
点
は
紋
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
今
ま
で
の
作
品
が
、
時
間
的
に
短
い
一
定
時
間
内
の
こ
と
を
中
心
に
し
て
構
成
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
作
品
は
長
期
間
内
の
こ
と
を
い
く
つ
か
の
回
想
で
綴
る
構
成
も
今
ま
で
に
な
か
っ
た
傾
向
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
い
ろ
い
ろ
と
新
し
い
面
を
も
っ
た
写
生
文
で
は
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
、
も
う
従
来
の
写
生
文
が
行
き
詰
ま
っ
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
手
法
と
し
て
は
、
細
叙
に
よ
る
客
観
描
写
は
こ
の
作
品
の
場
合
で
も
充
分
に
生
か
さ
れ
て
は
い
る
が
、
素
材
へ
向
う
姿
勢
が
主
観
的
に
選
択
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
従
っ
て
、
従
来
説
え
ら
れ
て
来
た
、
客
観
的
態
度
に
よ
る
客
観
描
写
の
姿
勢
が
完
全
に
崩
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
客
観
的
写
生
文
は
も
う
そ
の
任
を
果
し
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
頃
は
文
壇
に
お
い
て
も
写
生
文
は
行
き
詰
ま
り
を
見
せ
て
い
た
が
、
節
自
身
に
と
っ
て
も
終
息
の
状
態
を
迎
え
た
よ
う
で
あ
る
。
（注１）「佐渡が島」は『馬酔木』へ発表するつもりで、左千夫のもとへ送っ
て
あ
っ
た
の
が
、
洪
水
の
た
め
原
稿
が
紛
失
し
た
。
明
治
四
十
年
九
月
六
日
消
印
の
節
宛
左
千
夫
の
は
が
き
に
よ
る
と
、
「
貴
稿
は
足
探
り
に
て
泥
中
よ
り
拾
ひ
出
し
候
へ
ど
も
、
ど
ろ
人
～
に
て
紙
の
形
殆
ど
な
く
な
り
居
候
。
」
と
あ
る
。
節
は
改
め
て
清
書
し
、
そ
れ
が
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
になった。
（注２）『俳譜史諸論、後篇余裕派文学考説』市橋鐸先生喜寿記念論文集刊
行
会
、
昭
和
妬
・
３
刊
。
（注３）『長塚節（近代短歌・人と作品９塁桜楓社、昭和虹・如刊。
（注４）『士の人長塚節」春陽堂書店。昭和咀・ｎ刊。
（
注
５
）
「
佐
渡
が
島
」
に
お
け
る
主
観
性
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
虚
子
が
「
写
生
文
界
の
動
向
」
で
述
べ
て
い
る
ご
と
く
、
客
観
的
な
写
生
文
の
範
鴫
内
で
の
主
観
的
傾
向
で
あ
っ
て
、
「
佐
渡
が
島
」
が
写
生
文
全
搬
の
中
に
あ
っ
て
主
観
的
傾
向
を
特
色
と
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
（
注
６
）
拙
稿
「
長
塚
節
の
写
生
文
に
つ
い
て
の
研
究
・
そ
の
百
ｓ
金
沢
大
学
教
育
学
部
紀
要
第
二
十
一
号
ご
昭
和
〃
・
皿
刊
。
（注７）明治四十年十一月三日消印の節宛はがき。
（注８）節は文章の推考に関しては綿密で、この場合でさえも三種類の草
稿がある。
四
四
金沢大学教育学部紀要258 第23号昭和49年
‘ 咀刊）によった。
備考１１１本稿は、
（注Ⅲ）明治四十一年四月二十一一一日付け藤倉新吉宛はが
夫ノ道中ダ。今日の答ノガノビタノダ。」とある。
（
注
Ⅲ
）
明
治
四
十
一
年
四
月
十
五
日
付
け
橋
詰
孝
一
郎
宛
封
書
（注Ⅱ）明治四十年九月一一十日付け岡麓宛封書。
（注、）節の小説としての処女作「芋掘り」はこの
（注９）明治三十九年十月十九日付け寺田憲宛のはがき。
（注、）明治四十一年九月二十日付け島木赤彦宛封書。
往
皿
）
明
治
四
十
一
年
四
月
十
五
日
付
け
橋
詰
孝
一
郎
宛
封
書
。
なお、本文中に引用した節の文章はすべて「長塚節全集」（春陽堂・大正
本稿は、昭和四十八年一月、東北大学文学部で行なわれた、日本
文芸研究会で口頭発表したものに一部修正を加えてまとめたもの
である。
に
発
表
さ
れ
た
。
（昭和四十九年九月十七日受理）
藤
倉
新
吉
宛
は
が
き
に
「松虫草」の一か月前
「明日〈太
四五
